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奄美群島喜界島初記録のハゼ科魚類 9種，
およびハゼ科の一種 10 sensu Suzuki (2004)の形態学的特徴

大井真人 1・中村亮太 1・是枝伶旺 2・本村浩之 3

Nine species of the family Gobiidae were newly recorded 
from Kikai-jima island, Amami Islands, Japan. Seven of the nine 
species, viz., Faviogobius reichei (Bleeker, 1854), Faviogobius 
sp. A sensu Momose (2024), Faviogobius sp. B sensu Momose 
(2024), Faviogobius sp. C sensu Momose (2024), Parkraemer-
ia saltator Suzuki and Senou, 2013, Vanderhorstia sp. 2 sensu 
Akihito et al. (2013) and Gobiidae, indet. gen. and sp. 10 sensu 
Suzuki (2004), were based on specimens, the remaining two 
species, Ctenogobiops aurocingulus (Herre,1935) and Lotilia 
klausewitzi Shibukawa, Suzuki and Senou, 2012, were based on 
underwater photographs. Detail morphological description of 
Gobiidae indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004) was pro-
vided. These additional records bring the total number of fishes 
recorded from Kikai-jima island to 571.
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 Abstract

喜界島は奄美大島の東部に位置する隆起サンゴ礁の島

である．喜界島の魚類については包括的な調査が行われ，

その総括として Fujiwara and Motomura (2020)によって同

島から 530種が報告された．その後も中村ほか（2021），

渋谷ほか（2021），藤原ほか（2022），橋本・本村（2023），

および中島田ほか（2024）によって追加種が報告され，現

在，喜界島からは 562種が報告されている．

筆者らは 2024年 9月 21–24日にかけて魚類相調査を

実施し，新たにミナミヒメハゼ Favonigobius reichei (Blee-

ker, 1854)，ヒメハゼ属の一種 A Favonigobius sp. A sensu 

Momose (2024)，ヒメハゼ属の一種 B Favonigobius sp. B 

sensu Momose (2024)，ヒメハゼ属の一種 C Favonigobius sp. 

C sensu Momose (2024)，ギンポハゼ Parkraemeria saltator 

Suzuki and Senou, 2013，コモンヤツシハゼ Vanderhorstia 

sp. 2 sensu Akihito et al. (2013)，およびハゼ科の一種 10 Go-

biidae, indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004)の 7種につ

いて標本に基づく喜界島からの分布を確認した．またオビ

シノビハゼ Ctenogobiops aurocingulus (Herre, 1935)とオド

リハゼ Lotilia klausewitzi Shibukawa, Suzuki and Senou, 2012

の 2種について水中写真に基づく喜界島からの分布を確認

した．これらは喜界島における初記録であるため，同島の

魚類相に関する基礎的知見の蓄積を目的としてここに報

告する．ハゼ科の一種 10に関する形態学的な情報は鈴木

（2004, 2021）と百瀬・尾山（2025）がわずかに言及してい

るのみであったため，本研究において同種と同定された標

本の形態を詳述した．本研究により，喜界島から記録のあ

る魚類は計 571種となる．

材料と方法
標本の計数計測はヒメハゼ属とハゼ科の一種 10は百瀬

（2024），ギンポハゼは Suzuki and Senou (2013)にしたがっ

た．標本の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位で

行った．標準体長（standard length）は体長または SL，頭

長（head length）は HLと表記した．標本の作成，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本研究に用い

た標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管さ

れており，生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．

喜界島初記録のハゼ科魚類
Ctenogobiops aurocingulus (Herre, 1935)

オビシノビハゼ　（Fig. 1A）
写真資料　KAUM–Ⅱ. 605，喜界町志戸桶ビーチ，水深

4 m，2024年 9月 23日，大井真人．

同定　撮影された個体は頭と体の背側に黒色鞍状斑が
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並ぶこと，胸鰭の白色斑が円形であること，および腹部

に黄色横線があることが明仁ほか（2013）と鈴木（2004, 

2021）の示したオビシノビハゼの特徴に合致したため，本

種に同定された．

Fig. 1. Underwater photographs (A, F) and fresh specimens (B–E, G–I) of gobies newly recorded from Kikai-jima island, Amami 
Islands, Japan. A: Ctenogobiops aurocingulus (KAUM–Ⅱ. 605); B: Faviogobius reichei (KAUM–I. 211598, 24.9 mm SL); C: Fa-
viogobius sp. A sensu Momose (2024) (KAUM–I. 211609, 18.8 mm SL); D: Faviogobius sp. B sensu Momose (2024) (KAUM–
I. 211607, 16.0 mm SL); E: Faviogobius sp. C sensu Momose (2024) (KAUM–I. 211599, 21.2 mm SL); F: Lotilia klausewitzi 
(KAUM–Ⅱ. 604); G: Parkraemeria saltator (KAUM–I. 211567, 18.0 mm SL); H: Vanderhorstia sp. 2 sensu Akihito et al. (2013) 
(KAUM–I. 170940, 30.0 mm SL); I: Gobiidae indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004) (KAUM–I. 211612, 8.6 mm SL).
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備考　本種は日本国内において屋久島と琉球列島から
記録があるが（明仁ほか，2013；鈴木，2004, 2021），喜界

島からは記録されていなかった（Fujiwara et al., 2020；本村，

2025）．本研究により，喜界島から新たに記録された．

Faviogobius reichei (Bleeker, 1854)

ミナミヒメハゼ　（Fig. 1B）
標本　KAUM–I. 211598，体長 24.9 mm，KAUM–I. 211610，

体長 11.8 mm，塩道長浜公園南の小河川（Fig. 2），水深 0.1 

m，タモ網，2024年 9月 21日，大井真人．

同定　記載標本は背鰭と臀鰭の軟条数が 8であること，

背鰭前方鱗が 1–2であること，左右の鰓蓋膜が眼の後縁辺

部直下で癒合すること，体側の白色斑が目立つこと，およ

び頬の孔器列が太い帯状であることが明仁ほか（2013）と

是枝ほか（2024）が示したミナミヒメハゼの特徴に合致し

たため，本種に同定された．是枝ほか（2024）で示され

た頬の細い黒色帯は記載標本においては確認されなかった

が，記載標本は 24.9 mmと比較的小型であり，同文献中

で小型個体は黒色帯が不明瞭な場合があるとされているこ

とから個体差と判断した．

備考　記載標本は塩道長浜公園南の小河川の河口にお
いて，干潮時に出現した澪筋から採集された．同地点は表

面に薄く泥が堆積しており，河床は白い砂であった．本種

はタモ網を用いて表面に堆積した泥と一緒に砂をさらうこ

とで後述のヒメハゼ属の一種 A，ヒメハゼ属の一種 C，お

よびハゼ科の一種 10と共に採集された．

本種は日本国内において鹿児島県，種子島，屋久島，

奄美大島，加計呂麻島，徳之島，沖縄島，久米島，宮古島，

伊良部島，石垣島，西表島，および与那国島からの記録

がある（吉郷，2014; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et 

al., 2018；百瀬，2022，是枝ほか，2024；本村，2025）．本

研究により，喜界島から新たに記録された．

Faviogobius sp. A sensu Momose (2024)

ヒメハゼ属の一種 A　（Fig. 1C）
標本　KAUM–I. 211608，雌，体長 20.9 mm，KAUM–I. 

211609，雄，体長 18.8 mm，塩道長浜公園南の小河川（Fig. 

2），水深 0.3 m，タモ網，2024年 9月 24日，大井真人．

同定　記載標本は体がやや太短いこと（体高：体長の
14.9–16.2%；体幅：体高の 72.4–77.0%），第 1背鰭は鰭条

が伸長せず，後方に 1黒色斑があること，尾鰭基底の黒色

斑の後端が二叉しないこと，および尾鰭後上部に赤と白の

斜帯があることが，鈴木（2004, 2021）の示したヒメハゼ

属の一種 4，ならびに百瀬（2024）の示したヒメハゼ属の

一種 Aの特徴に合致したため，本種に同定された．

鈴木（2004, 2021）（ヒメハゼ属の一種 4として）は，

本種の特徴として雄の腹鰭が一様に黒色で，雌では中央付

近のみ黒色としているが，本研究において観察した雄の標

本（KAUM–I. 211609: Fig. 1C）では腹鰭基部が黒色であり，

下縁は白く縁取られていた．百瀬（2024）は本種雄の小型

個体（体長 16.6 mm）では腹鰭の黒色が淡いことを示して

いる．記載標本の体長は百瀬（2024）において示された雄

個体よりわずかに大きい（体長 18.8 mm）ことから，腹鰭

の黒色域が拡大したが全体が黒色となるには至っていない

状態にあると考えられる． 

備考　本種はこれまでに千葉県，種子島，加計呂麻島，
沖縄島，石垣島，および西表島から記録されている（林・

伊藤，1978；鈴木，2004；吉郷，2014；百瀬，2022, 2024; 

Motomura, 2023；本村，2025）．本研究により，喜界島か

ら新たに記録された．

Faviogobius sp. B sensu Momose (2024)

ヒメハゼ属の一種 B　（Fig. 1D）
標本　KAUM–I. 211606，雌，体長 16.4 mm，KAUM–I. 

211607，雄，体長 16.0 mm，阿伝ふれあい公園南のサンゴ

礁海岸，水深 0.5 m，タモ網，2024年 9月 22日，中村亮太．

同定　記載標本は背鰭前方鱗を欠くこと，体側の 4黒

色斑が斜めに伸びること，および第 1背鰭後方に黒色斑が

あることが吉郷（2000）の示したハゼ亜科の一種，および

百瀬（2024）の示したヒメハゼ属の一種 Bの特徴に合致

したため，本種に同定された．

備考　記載標本はサンゴ礁海岸の潮間帯に位置する，
干潮時の水深が 1 mほどのサンゴ砂が堆積したタイドプー

ルから採集された．同地点において淡水流入は確認されな

かったものの，隣接するタイドプールには小規模な淡水

流入があり，同地点も淡水の影響を受けている可能性があ

る．同地点からは観察標本の他にシマウミヘビ Myrichthys 

colubrinus (Boddaert, 1781)（KAUM–I. 211617）やカザリハ

ゼ Istigobius ornatus (Rüppell, 1830)（KAUM–I. 211613）が

採集された．

Fig. 2. Collection site of Faviogobius reichei, Faviogobius spp. 
A and C sensu Momose (2024), and Gobiidae, indet. gen. and 
sp. 10 sensu Suzuki (2004) in Kikai-jima island, Amami Is-
lands, Japan.
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本種は千葉県，静岡県，種子島，加計呂麻島，沖縄島，

石垣島，西表島，および与那国島から記録されている（林・

伊藤，1978；吉郷，2000; Koeda et al., 2016；百瀬，2022, 

2024；本村，2025）．本研究により，喜界島から新たに記

録された．

Faviogobius sp. C sensu Momose (2024)

ヒメハゼ属の一種 C　（Fig. 1E）
標本　KAUM–I. 211599，雄，体長 21.2 mm，塩道長浜

公園南の小河川（Fig. 2），水深 0.1 m，タモ網，2024年 9

月 21日，中村亮太．

同定　記載標本は頭高がやや低いこと（12.3% SL），頭

幅が著しく狭いこと（13.5% SL），左右の鰓蓋膜が癒合す

る位置は，眼の後縁と前鰓蓋骨後縁の中央を通る垂線付近

であること，吻長が短いこと（6.4% SL），頤に 1対の縦に

長い楕円形の黒色斑があること，および体側の黒色点が赤

みがかることが鈴木（2004）の示したヒメハゼ属の一種 3，

ならびに百瀬（2024）の示したヒメハゼ属の一種 Cの特

徴に合致したため，本種に同定された．

備考　本種は日本国内において千葉県，静岡県，和歌
山県，奄美大島，加計呂麻島，沖永良部島，沖縄島，屋

我地島，および西表島から記録されている（鈴木，2004, 

2021；前田・立原，2006；赤池ほか，2021；百瀬，2022, 

2024；本村，2025）．本研究により，喜界島から新たに記

録された．

Lotilia klausewitzi Shibukawa, Suzuki and Senou, 2012

オドリハゼ　（Fig. 1F）
写真資料　KAUM–Ⅱ. 604，喜界町志戸桶ビーチ，水深

4 m，2024年 9月 23日，大井真人．

同定　撮影された個体は頭部が大きく，体が短いこと，
吻端から体前背面部にかけて白色であること，体が黒褐色

であり，尾柄部に白色斑があること，および尾鰭に黒色斑

があることから鈴木（2004, 2021），Shibukawa et al. (2012)，

および明仁（2013）の示したオドリハゼの特徴に合致した

ため，本種に同定された．

備考　本種は日本国内において，和歌山県，屋久島，
伊江島，水納島，沖縄島，久米島，渡嘉敷島，座間味島，

宮古島，下地島，伊良部島，石垣島，および西表島で記録

されている（鈴木，2004, 2021; Shibukawa et al., 2012；明

仁ほか，2013；本村，2025）．本研究により喜界島から記

録された．

Parkraemeria saltator Suzuki and Senou, 2013

ギンポハゼ　（Fig. 1G）
標本　KAUM–I. 211567，体長 18.0 mm，こーえんはな

公園南のタイドプール，水深 0.1 m，徒手，2024年 9月 21日，

渡部泰斗．

同定　記載標本は上唇に皮弁状の小突起をもたないこ
と，背鰭棘条部は黒く縁取られないこと，背鰭と臀鰭の

軟条数がそれぞれ 13であること，胸鰭鰭条数が 14であ

ること，尾鰭分節鰭条が 8 + 7であること，吻長が頭長の

13.9%であること，腹鰭長が体長の 22.3%であること，お

よび尾鰭が丸いことが Suzuki and Senou (2013)と是枝ほか

（2022）の示したギンポハゼの特徴に合致したため，本種

に同定された．

備考　記載標本はサンゴ礁海岸の潮間帯に位置する，
干潮時の水深が 0.2 mほどでサンゴ砂が堆積したタイド

プールから採集された．同地点には複数の淡水流入箇所が

あり，淡水の影響を強く受けていると考えられる．

本種は日本国内において奄美大島，徳之島，沖縄島，

石垣島，および西表島から記録されている（明仁ほか，

2013; Suzuki and Senou, 2013；吉郷，2014；鈴木，2021；

是枝ほか，2022；本村，2025）．本研究により，喜界島か

ら新たに記録された．

Vanderhorstia sp. 2 sensu Akihito et al. (2013)

コモンヤツシハゼ　（Fig. 1H）
標 本　KAUM–I. 170940， 体 長 30.0 mm， 志 戸 桶 港

（28°21′23″N, 130°01′40″E），水深 0.3 m，ヤビーポンプ，

2022年 6月 29日，清水直人．

同定　記載標本は体側中央の暗色斑が小さく，尾柄部
後端のものを除いて 5つ以上であること，第 1背鰭第 3棘

がやや伸長すること，第 1背鰭第 6棘基部付近に前後の鰭

膜にわたって 1暗色斑があること，腹鰭は黄金色で青色点

が密在し，縁取りはないこと，尾鰭中央の鰭条は伸長しな

いことが明仁ほか（2013），鈴木（2021）の示したコモン

ヤツシハゼの特徴に合致したため本種に同定された．

備考　記載標本はサンゴ礫と貝殻混じりの砂泥底に存
在するテッポウエビ類の巣穴をヤビーポンプで吸引するこ

とで採集された．

本種は日本国内において神奈川県，和歌山県，八丈

島，屋久島，口永良部島，種子島，奄美大島，加計呂麻

島，徳之島から記録されている（明仁親王ほか，1984；

明仁ほか，2013; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae et al., 

2018; Mochida and Motomura, 2018；萩原，2022; Motomura, 

2023；本田ほか，2024；阿部ほか，2024；本村，2025；本村・

佐藤，2025）．本研究により，喜界島から新たに記録された．

Gobiidae, indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004)

ハゼ科の一種 10　(Figs. 1I, 3; Table 1)

標本　KAUM–I. 211612，体長 8.6 mm，塩道長浜公園南

の小河川（Fig. 2），水深 0.1 m，タモ網，2024年 9月 24日，

大井真人．
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Fig. 3. Fresh (A–C) and preserved (D, E) specimen photographs of Gobiidae, indet. gen. and sp. 10 sensu Suzuki (2004) (KAUM–I. 
211612, 8.6 mm SL). A, D, E: lateral view; B: dorsal view; C: ventral view.
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記載　計数計測の結果を Table 1に示す．頭部はやや縦

扁し，尾柄部は側扁する．頭部は大きい（29.1% HL）．吻

端はやや丸みを帯びる．両眼間隔は非常に狭く，眼は背面

で隣接する．口は端位で下顎が上顎よりもわずかに突出す

る．口裂は大きく，上顎後端は瞳孔中心の直下に位置する．

眼は大きく，側面からみると眼の上方縁辺部はやや突出す

る．前鼻孔は後鼻孔の直前に位置し，円形．後鼻孔は瞳の

中心の延長線上に位置し，形は円形．直径は瞳孔の約 3分

の 1程度である．肛門は体の中央付近の体腹面に位置する．

泌尿生殖孔突起はよく発達し，丸い．

第 1背鰭は大きく，烏帽子型であり，第 2棘が最長．

起部は胸鰭基底の垂線上に位置する．第 2背鰭は第 1背鰭

より低く，起部は肛門の直上に位置する．臀鰭は第 2背鰭

よりもやや低く，起部は肛門のわずかに後方で，第 2背鰭

の起部の垂線上に位置する．胸鰭は鋭角三角形で後縁は大

きく外側へ湾曲する．胸鰭後端は第 1背鰭基底中央部に達

する．腹鰭は大きく（体長の 18.6%），吸盤状になり，そ

の後端は肛門に達する．腹鰭膜蓋後縁は鋸歯状である．尾

鰭は円形．

頭部と腹鰭前方域は無鱗で，背鰭前方域にも無鱗域が

ある．背鰭前方域の被鱗域は後方に大きく湾入し，正中線

上に鱗はない．項部側方における被鱗域の前縁は，前鰓蓋

骨後縁と鰓蓋の間に達する．上記以外は鰭を除き櫛鱗に覆

われる．

色彩　生鮮時の色彩（Figs. 1I, 3A–C）―頭部と体部は

地色がベージュであり，体側中央に濃い黒褐色の 1縦帯が

ある．吻部は地色が白で，黒色素胞が散在し，吻部には眼

前縁の下方から上顎へ斜走する黒色帯がある．頬は黒色素

胞が密集する．体部側面には体側中央に黒色斑が並ぶ．腹

部は半透明で内臓が透けており，黄色い卵巣が確認できる．

肛門より後方は灰みがかった白色．第 1背鰭鰭膜は白金色

の地色に黒色素胞が散在し，後方に向かうにつれ密度が高

くなる．第 1背鰭の後部から胸鰭基底直後を横断する黒色

帯がある．第 2背鰭は白色半透明な鰭膜の上に，鰭条の先

端部と中央部付近を縦走する 2黒色縦線がある．腹鰭と臀

鰭は鰭条が白く（胸鰭下部の鰭条には淡黄色の小斑が散在

する），鰭膜は透明．尾鰭は基部に黒色素胞が密集し，鰭

条は白色半透明で，下部の鰭条を中心に濃褐色から黒色の

小斑があるが，鰭膜部には模様がない．

同定　記載標本は頭部が大きいこと，背鰭軟条数と臀
鰭軟条数が 10本で同数であること，および腹鰭は大きく，

腹鰭膜蓋後縁が鋸歯状であることが鈴木（2004, 2021）の

示したハゼ科の一種 10の特徴に一致したため本種に同定

された．

備考　記載標本は頭部感覚器官が損傷しており，大部
分を観察できなかった．

記載標本は生鮮時に黄色い卵巣が透けて見えること，

泌尿生殖孔突起が発達していることから非常に小型（体長

8.6 mm；全長 9.9 mm）でありながら成魚であり，成熟し

ている可能性が高い．これは鈴木（2004, 2021）が示した

小型で最大でも全長 20 mm未満とする本種の特徴に一致

している．本種の繁殖期や成熟体長などの基礎生態学的な

知見については不明である．

本種は日本国内において奄美大島，沖縄島，石垣島，

西表島で記録されている（鈴木，2004, 2021）．本研究によ

り新たに喜界島から記録された．
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KAUM–I. 211612
Standard length (SL; mm) 8.6
Counts

Dorsal-fin rays VI-I, 10
Anal-fin rays 10
Pectoral-fin rays 12
Pelvic-fin rays 15
Caudal-fin segmented rays 8+7
Caudal-fin branched rays 6+5
Lateral scale rows 26
Transverse scale rows1 7
Transverse scale rows2 6
Transverse scale rows3 6
Pre-dorsal-fin scale rows 0
Circumpeduncle scales 12

Measurements (%SL)
Head length 29.1
Head depth 15.1
Head width 16.3
Snout length 3.5
Eye diameter 5.8
Upper-jaw length 4.7
Body depth (at PFO) 22.1
Body depth (at AFO) 17.4
Pre-dorsal-fin length 36.0
Pre-pelvic-fin length 26.7
Pre-anal-fin length 57.0
Caudal-peduncle length 8.1
Caudal-peduncle depth 3.5
1st dorsal-fin base length 12.8
2nd dorsal-fin base length 26.7
Anal-fin base length 29.1
Pectoral-fin length 12.8
Pelvic-fin length 18.6
Caudal-fin length 15.1

1between anal-fin origin and 1st dorsal-fin base; 2anal-fin 
origin and 2nd dorsal-fin base; 32nd dorsal-fin origin and 
anal-fin base.

Table. 1 Counts and measurements of Gobiidae, indet. gen. and 
sp. 10 sensu Suzuki (2004) from Kikai-jima island, Amami 
Islands, Japan.
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